
不斉触媒
Highly Enantioselective Hydrogenation

and Hydrosilylation Reactions

B2090    2

BINAPに代表される光学活性ホスフィン配位子を用いた触媒的不斉合成反応の研究は活発に行
なわれているが，これらに利用されるホスフィン配位子の大半はC-キラル，あるいは軸不斉をも
つものであり，P-キラルホスフィンはごく少数である 1)。今本らは光学的に純粋なホスフィン・
ボラン 1の合成法を開発し，1を強酸処理することにより，ラセミ化することなく P-キラルホス
フィン配位子 4が得られることを見出した。4から調製される Rh錯体 2はデヒドロアミノ酸誘導
体の水素化に対し高い触媒活性とエナンチオ選択性を示すことが報告されている 2,3)。
今後，2や 4を用いた様々な触媒的不斉合成反応の開発が期待されている 4~6)。
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製品製品製品製品
B2090 (S,S)-1,2-Bis[(tert-butyl)methylphosphino]ethane[η-(2,5-norbornadiene)]-

rhodium(I) Tetrafluoroborate (2) 50mg

関連製品関連製品関連製品関連製品
B2089 (S,S)-1,2-Bis[(tert-butyl)methylphosphino]ethane Bis(borane) (1) 100mg
B2091 Bis[η-(2,5-norbornadiene)]rhodium(I) Tetrafluoroborate (3) 100mg
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